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今 日滲 出性肋膜 炎 ト樗 セラ レルモ ノノ殆 ンド大

部分 ガ結核 姓 デアル コ トハ、動物接種 拉 ビニ培

養 法 二依 リ謹 明ガ得 ラ レテ居 リ、敢 テ珍 シクナ

イ事實 トナツテヰル。即 チ所謂特畿性肋膜炎 ト

言 フモ ノハ漸次其 ノ影 ラ潜 メ ツツアル ノデ アル

ガ・サ レバ ト言 ツテ培養100%二 結 核菌 ラ培養

シ得 タ ト言 フ謬 デハナ イ。一燈特爽性肋膜炎 テ

全然 否定 シ去 ルベキデァル カ、將叉培養法 ノ未

ダ全 ク完全 ナ ラザルカ、 問題 ハ爾今後 二懸 ッテ

ヰル ト見 ナケ レバナ ラヌ。

試 ミニ最近 二於 テ本邦肋膜炎患者 二施 行 セラ レ

タル成績 ヲ掲 グルニ凡 ソ次 ノ如 クデ アル(第1

表)。

即 チ多 ク ノ者 ハ50乃 至84%ト 言 フ成績 二終始

第1表

氏 名騰 症例 陪 地1例 藪1陽 劉 倣

餅 ・ 大 石 軍 除胸 膜 炎H・hRu.Petr・ff17特X性 胸 膜 炎1250・01928

其 他560.0

勝 同 「騨 撫 蛋B難569・ ・]・929

池 山・ 吉 岐 同 苛 性 曹 達 卵 黄 培 地25eS通 型 胸 膜 炎1962・3、929

輕 症 型 胸 膜 炎60

池 .山 同 燐 酸 曹 達 卵 黄 培 地22普 通 型 胸 膜 炎2271.11929

江 口 同
.Bes・edka44.79.51930

江 口 同 同97-90 。01931

ien岩9旦 一一 同126『5…}・931

大島'鈴木 働 膜炎 銀 杏 培 養 基3喉 錨 翻 慧1結lll・933

毒嚇 同 銀杏培臨 一1織 撒 奏ll陣

磐 譲:轟 饗 法 雛 鴇 肋諜 諜1…9!11・9illg3g
狭 義 特 登 性 肋 膜 炎0

松 ・村 同Petragnani廣 義 特xtr肋 膜 炎 約40
.6'1937
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同

同

車 胸膜炎

岡a 片 倉

銀 杏 培 養 基

Beza渦 ¢o捻

セル二皮 シ、1人 石川 ノ100%賜 姓 成績 ノ・甚 ダ
ぜ

注 目スペ キモ ノデ アル。弦 二石川ノ・斯 ル良好成

績 ラ得 タル原 因 トシテ、培養 が初回穿 刺 二就 テ

施行 セラ レタル コ ト、穿刺液量 ガ150ccm乃 至

200ccmノ 多 量 二 及 ビタルコ トテ、墾:ゲタ。言 ヒ

換 へLバ 彼 ノ成績 ハ1)肋 膜滲 出液 内二八結核

菌 ハ必 ズ之 ヲ認 ムベ キ コ ト、2)其 ノ存在 スル

撒 ノ、甚 ダ 蓼 々 タルベ キ コ ト、3)液 潴溜 ノ疎意

ナルニ從 ヒ其 ノ撒減 少 ノアルペ キコ ト、 ノ3鮎

並締着 スル トナ 久ベキデ ァル。 此 ノ成績 ハ肋膜

炎 ノ登生機軸關明上、叉治 癒機軸 ノ説 明上重要

ナ ル結果 ナル テ見逃 ス ゴ トが出来 ナ イ。然 ル二

合 吾 々 ノ得 タル結 果二從 ヘバ被験滲 出液 中殆 ン

54

574

53

歴 離働臓
「・次 性 肋 膜 炎

}ご 次 性 肋 膜 炎

人工気胸性肋膜炎

一 次 性 肋膜 炎

第 一 次 肋膜 炎

第 ご 次肋 膜 炎

気 胸 後肋 膜 炎

39

9

6

26

347

1Q5

122

沿80約

翻
…
第ご 同

穿 刺
76.9
'81
.8

83.8

88.5

71,6
コ ぼ

ド其 ノ全例 二近 ク結核菌 ノ存在 ラ認 メタル黙 ノ、

彼 二同意 スベ キモ、必 ズ シ モ彼 ノ言 ヘルが如

久 シカク 少数 ナ リ トモ 認 メ難 キゴ ト、 彼 ガ

150ccm乃 至200ccmノ 大 量 ノi穿刺液 ラ使角 弊

ル ニ反 シ、僅 カニ3・Occm乃 至5・Occmラ 以 テ

シテ猫良 ク其 ノ目的 ヲ達 シ得 タル コ ト、良好 ナ

ル経過 ヲ探 りツツアル肋膜炎患者 二於 テモ猶液

ノ存 スル限 り、同時 二菌 ノ存在 テ相當認 メタ リ

シコ ト,其 ノ症例 三 碧リ特 二甚 ダ シキ多数 ノ菌

ノ浮游 ラ認 ムル モ ノアル等、知見 テ加 へ得 タリ

ト信ズベ キが故 二次 ノ如 ク其 ノ成績 ラ詳述 セ ン

ト欲 スルモ ノデアル。

實験方法

培養基Kirehner培 地 テ使用 シタ。 因皇典 ノ

組 成 八次 ノ如 クデ アル。

組成 第二燐酸曹達

第一燐酸加里

硫酸 マグネ シウム

拘盛酸曹達

アスパラギ ン

グリセリン

3.09

4.09

0.69

2.59

5。09

20。Occm

第2表

蒸溜 水1000.Occm

以 上培 地 二血 清 テ加r7ル コ トナ ク、 直 チニ胸 水

3・Occm乃 至5.Occmテ 加 へ2箇 月間観察 シタ。

猫 少数 デハ アルが表 中B培 地 ト稽 シ使用 セル モ

ノノ・、上記地 中酸性燐酸加 里 テ除 キタル モ ノ晶

シテPx一?・2Bezangon培 地 二 近 イ組成 テ有

スル。藪例 二於 テ試 ミタ成績 ヲ有 シタノデ参考

迄 二之 ラ第2表 トシテ掲 ゲタ。

培 地 ノ 比 較

氏 名…

培 地{■ ■{■
i
■ ■

1

■{■
i
■ ■ ■ ■

i

■
キルヒネル培地

:28
24 雑菌

25

制18 18 29

29

42

0

0

0

皿

23

B培 地
ξ26

i24 25
F

201 23 0 1q 0
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観 察 聚 落襲生 ノ観察 ハ之 ヲ認 メ得 ル迄毎 日

怠 ラナカツタ。 肉眼的 ユ最初 二聚落 ヲ明瞭 二認

メタル 日時 ヲ記載 シ、叉其折 ノ聚落敷 テ丹念 二

藪 ヘ タ6培 養基 ノ安置ハ頗 ル静 カニ保 タレタル

コ トハ勿論 デ アル。最初 轟檜 殖 セル菌 ノ培 養

「コルベ ン」ノ振 動 ニ ヨル位 置 ノ移動 ト言 フ事 モ

考 ヘ ラyル ガ、結果 晶於 テ例 ヘバ1個 、2個 ノ

聚 落 テ認 メタル如 キニ ヨツテ先 ヅ斯 ノ如 キ コ ト

ガ假 二無 イモ ノトシテ考察 ヲ進 メタ。尚存在 セ

ル菌 ノ夫 々 ノ活力 ニ ヨリ聚落登生 ノ時間 テ異ニ

スル コ トモ有 リ得 ヤウガ、経験上本培 地 デノ・菌

ノ聚落登生バー 定 ノ日限 ヲ経 ル ト殆 ンド時 テ同

ジクシテー勢 二行!・ルルモ ノナル コ トガ認 メラ

1レノレo

賓験成績

症例:被 験例激27例 、培 養同数32同 二及 ンダ。

症例 テ更 二細別 スル ト所謂軍 ナル滲 出性肋膜 炎

二麗 セ シモノ10例 、肺結核随俘性肋膜 炎 トモ

構 スベキモノ15例 、 同時 二 縦 隔寳肋膜炎 テ有

シ更 二大 ナル室洞 ヲ有 シタル1例 、漿液性氣胸'

二属 セ シモノ1例 テ藪 ヘ タ。

成績:成 績 テー括 シテ第3表 二之 テ掲 グル。w

以 上成績 ヲ通覧 シテ次 ノ如 キコ トガ言 ノ・レル ト

思 フ。

1、 輩 ナル滲 出性肋膜炎 ノ100%二 於 テ培養陽

姓 ナル テ得 タ。然 シナガ ラ所謂随 俘性肋膜 炎15

例 申2例 二於 テ聚 落 ノ登生 テ認 メ得 ナ カツタ。

全例27例 中25例 陽 性 ナ ル ガ 故二b陽 性傘ノ、

92.6%二 及 プ。

2.聚 落稜生迄 ノ日数ノ・早 キモ ノハ5日 、永 キ

ハ50鹸 日二及 ンダ。然 シテ1例 ノ ミノ・ヤウヤ

ク鏡 瞼ニ ヨリ之 テ登見 シ得 タ。聚 落褒生迄 ノ日

藪 ト豫後 トノ聞ニハ何等 ノ密接 ナル閣係 テ認 メ

得 ナ イ。最初 二嚢生 スル聚落藪 ト豫後 トノ關係

モ亦著者 ノ検査術式 二於 テハ明瞭 デナイ。唯漿

液性 自然 氣胸 ノ1例 、亘大 ナル室洞 テ同時二有

考

92.6%陽 性 ト言 フ成績 ハ石川 ノソ レニ劣 ルコ ト

ハ認 メネバナ ラナ イ。然 シナガ ラ石川 ノソ レニ

從 ヒ150ccmノ 材料 二 於 テ、假 二聚 落薮30個

ラ認 メタ リトセンカ5ccm中aハ1個 存 スルデ

アラウ。而 シテ彼 ノ陽性ナ リシ26例 申17例 ハ

20個 以 下 ニ シテ、此 ノ撒字 一:一ヨ レバ5ccmヲ

シタ1例 二於 テ特 二甚 シク多撒 ノ聚 落 テ、而 モ

比較的近時 日間 二認 メ得 タ。猶此 ノ他 二其程多

クデノ・ナ ィガ、懸離 レテ多敷 ノ聚落撒 テ滲 出性

肋膜 炎、随俘性肋膜 炎 ノ各1例 二於 テ認 メル。

3.余 ノ成績 デノ・治癒 二近 キモノ程聚 落叢生撒

ガ減少 スル ト言 フ感 ノ・之 ラ懐 カセ シメラ レナ カ

ツタ。寧 ロ胸 水 ノ瀦 溜 セル以上常 二菌 ノ死滅 テ

見 ザルモ ノデ アル コ トテ明 カニ シタ。此 ノ事實

ノ・殊 二坂井例 ノ如 キ、 自魔症歌 全 ク潰失 シ元氣

甚 シク恢復 セルニ關 ラズ、僅 カニ残 存 セル穿刺

液 中猶菌 ノ識明 ・ヲナ シ得 タル コ トニ ヨヅテ明瞭

ナル テ得 タ。

4・ 血清 テ加 ヘザルKirch欺er培 地 二直 チニ胸

水 ラ加 フル コ トニ ヨリ、優秀 ナル成績 テ牧 メ得

ル コ トノ・余 モ亦之 ラ経験 シタ。同培 地 二酸性燐

酸加里 ノ腿方 テ省 キ、 從 ツテ培 地PH・7.2ナ

ル モ ノニ於 テモ相當 ノ成績 ヲ塞 ゲ得 ル コ トテ知

ツタ。後述培 地ノ・優秀 ニ シ テ 簡 易ナ リト言 フ

Bezangon培 地 二甚 ダ類似 シテヰタ。尤 モ本成

績 ノミニ依 レバ後述培 地ノ・前記 ノモ ノニ比 シ僅

カニ劣 ツテ居 ル感 テ與 ヘテオル。

察

探 リタル時、菌 ノ存 スル場合 モ アリ、存 セザル

場 合モ有 リ得 ベ キコ トニナル.此 ノ結果 ハ明 カ

ニ吾 々 ノ得 タル夫 ト矛盾 テ來 スベキデ アリ、換

言 ス レバ多量 二探 ラナ ケ レバ菌 ガ存 シナカ ッタ

ノデナク シテ、多量 ラ探 リタルガ故 二、却 ツテ

其 ノ慮 置上成績 ラ低 下 セシメテオル ラシク思 ハ
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第 3 表 (1)

分 類 陣 名 年齢陣籍釧鞭畷騨郊 野翁躇難
肺 結 核 十 漿 液 性 気 胸 24

柵(無 窺知 19 3.0 十■
椴(無 数) 10 3.0 骨

肺 結 核 十 縦隔賓肋膜炎
一 輪{

■ 40 柵(無 数) 10 3.0 不 明 榊

ψ

肺 結 核 随 伴

肋 膜 炎

夢

同 側 二 瀦 溜

・セ ノレ モ ノ

襟

■ 31 5.0 陳懲性 柵
w

25

一購一

+(2)
㎜

40 3.0 ,, 赫■
■ 25 柵(多 籔) 26 3.0 ,, 十

■ 23 +(6) 25 3.0 一過性 柵

■ 24 +(2) 20 3.0 ,9 柵

■ 33 十(1ノ 25 3.0 ,, 骨

■ 31 +(1) 12 3.0 ,, 十

■ 23 十(鏡検上) 6ケ 月 3.0 ,, 柵

■
■

26 十(1) 42 4.0 ,, 甘

■ 2亀 十(2) 22 4.0 P, 赫

■ 22 +(1) 65 3.0
,,

赫

+(2) 62 3.0 朴

肺結核肋膜炎 健 常 肺 側 二
瀦溜 セル モ ノ

一 輪}

■ 23 +(5) 30 5.0 ,, 十

■ 2β 什(13) 24 3.0 ,, 柵

■ 23 +(7) 23 4.0 ,, 柵

■ 23 2.5 ,, 柵

滲 出 性 肋 膜 炎

ポ

■ 22 +(5) 30 5.0 一過性 冊

■ 22 柵(多 敬) 16 5.0 ,, 十十.

■ 23 +(5) 5 5.0 ,, 柵

23

+(7) 50 3.0

『
冊

■ +卜(15) 43 3.0 i遷延性 冊

十(3) 22 3.0 十

■ 24 十(2) 50 3.0
,,

柵

+(1) 52 3.0 柵

■ 26 十(1) 18 3.0 一過性 什

■ 22 十(1) 23 3.0 ,,, 替

■ 30 +(7) 16 5.0 ,, 柵

■ 24 赫(24) 24 5.0 ,, 冊

■ ρ6 什(23) 24 5.0 蓬延性 柵

レル、尤 モ吾 々 ノ方法 デ ハ 陽性率92.6%ト ナ

ツテ居 りi中 ニノ・聚落藪漸 ク1個 ノモ ノモ存 シ

タ ノデt若 シモ ソノ3倍 量、4倍:量 材料 テ探 ヅ

タナ ラバ100%ナ ル テ得 タカモ知 レナ イ。此黙

石州 ノ主張 ノ、充分 認 メナ ケレバ ナ ラヌ。唯150

ccmモ 探 ラナケ レバ1匹 モ存 シナイノデハナ イ

ト思 フ。聚落敷 ノ少 イモノが第2回 目穿刺時 晶

菌 ノ清失 テ見タト言 フ事實 二千直チニ首肯 シ難

イモ ノガ アル。吾々 ノ成績二依 レバ豫後 ト菌ノ

聚落藪、聚落議生迄 ノ日数 トノ間二密接ナ關係

ラ認 メ難 カツタガi此 ハ著者 ノ方法 が容易w菌

ノ移動ヲ惹起 スル液状培地デアツタタメデアル

カモ知 レヌ。然 シ乍 ラ少数例二於 テ鹸 リニモ甚

シク多数 ノ聚蔽 生 理/タ ルコヤ ・軍轟培地
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第 3 表 (2)

胸 部 レ 線 窩 眞 所 見{豫 後 備 考

左側上野細葉性陰影、左側下部禰散性暗影、左上外側自然氣胸
も

観 察 中

雨側中野粗大斑貼歌陰影、右鎮骨下驚卵大空洞 死 亡

雨側上野細葉性陰影、右外側禰散性、暗影 観 察 中 片側肋膜炎纒過

左側全野、右上野細葉性陰影、右側下部瀟散性暗影 死 亡

右側上野細葉性結節性陰影、左側下部禰散性暗影 同

}

片側肋膜炎経過

雨側上野細葉性結節性陰影、左側中野絞埋胱陰影 同

右側上野細葉性陰影、右鎮骨下驚卵大空洞、左上野細葉性陰影 同

雨側上野細葉性陰影、右側下部瀟散性暗影 、 観 察 中

雨側下野細葉性結節性陰影、右側下部禰散性暗影 死 亡

雨側上、中野細葉性陰影 観 察 中

右側肺尖浸潤像、右側下部禰散性暗影 良(左肺尖寝潤像吸攻メ) 片側肋膜炎纒遇

雨側肺門周園粗大斑i黙朕陰影 死 亡

左側鎮骨下細葉性陰影、左側下部禰散性暗影 同 片側肋膜炎経過

左側鎮骨下浸潤像、右側下部禰散性暗影 死 亡 片側肋膜炎経過

左側中野鳩卵大空洞、其 ノ周園二細葉性陰影、右側全野1彌散性暗影 観'察 中

右側中野以下細葉性陰影、左側第二肋骨以下禰散性暗影 同

左側下野細葉性結節性陰影、右側中野以下禰散性暗影 同

右側全野禰散性暗影一 良

左側下部禰散性暗影 同 片側肋膜炎郷過

左側第ご肋骨以下灘散性暗影 同

右側全野禰散性暗影
同

右側下部瀟散性暗影

右側中野以下禰散性暗影 同

左側下部禰散性暗影 観 察 中 片側肋膜炎経過

左側鎮骨下瀟散性暗影 死亡(腸結核) 同

右側第一肋骨以下禰散性暗影 死亡(始 メ反封後、
後雨側肺結核

右側肋膜下縁癒著、左側全野禰散性暗影 死亡(肺 結核) 片側肋膜炎縄過

右側鎖骨下禰散性暗影 輕快 ζ全身症状恢
復甚ダ渥 カリキ

同

キ

ハ

ニ

如

思

實

ノ

モ

事

胸

ニ

キ

氣

然

如

性

當

ノ

懸

噺
コ

テ

ち

レ

奄

ゑ

　

難

得

ニ

ジ

メ

ノ

信

認

モ

モ

テ

ル

ト

實

ザ

ル

事

ラ

依

ル

然

二

斯

、

何

テ

ガ

如

於

ル

ノ

ニ

レ

遭遇 セル ユ トノ・、等 シク滲 出性肋膜 炎二薦 スル

モ其 ノ登生上 明 カニ異種 ノモ ノアルコ トテ裏書

キスル様i二・首`肯セラ レル。

結

1)本 報 害ハ余 ノ術式 二於 テ肋膜滲 出液 中結核

菌謹 明テ企 テ タルモ ノデ アル ガ、其 ノ92.6%二

論

於テ培養 陽性 ナル成績 テ得 タル ト同時二、豫後

ノ如何 テ論 ぜズ瀦溜液 ノ存 スル限 リ活力テ有ス
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◎

河合=胸 水中結核菌 ノ培養二就テ 【第20巻

ル菌 ノ浮游 テ認 メ得 ル ゴ トラ知 ツタ
。

2)但 シー般 二瀦 溜液 中二現出 スル菌量 ノ・甚 グ

寡 イコ5ハ 事實 デ アル。但 シ叉32同 ノ培養 中

漿 液氣胸 ノ1例 、亘大 ナル室洞 ト同時二縦隔寳

肋膜 炎テ有 セシ1風 其他 ノ2例 二於 テ懸離 レ

テ著 シク多藪 ノ聚 落褒生 テ認 メ得 タ。恐 ラク成

因 テ異 ニスルモ ノデ アラウ。
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